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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トランザクションミドルウェアマシン環境においてドメイン間メッセージ通信をサポー
トするための方法であって、
　トランザクションドメインにより、前記トランザクションドメインに関連付けられたサ
ービステーブルに登録された１つ以上のサービスを、リモートトランザクションドメイン
からインポートするステップと、
　前記トランザクションドメインにおけるクライアントにより、前記１つ以上のサービス
を提供する前記リモートトランザクションドメインにおけるリモートサーバを前記サービ
ステーブルから見付け出すステップと、
　前記クライアントにより、前記１つ以上のサービスを呼出すようにとのメッセージを前
記リモートサーバに直接送信するステップと、
　トランザクションをコミットする前記クライアントにより、前記トランザクションに含
まれる前記トランザクションドメインおよび前記リモートトランザクションドメインの両
方における１つ以上のトランザクション管理サーバを取得するステップとを含む、方法。
【請求項２】
　前記トランザクションドメインおよび前記リモートトランザクションドメインはドメイ
ングループにあり、前記ドメイングループにおける各々のドメインは一意識別子（ＩＤ）
に関連付けられている、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記トランザクションドメインおよび前記リモートトランザクションドメインにより、
マシン関連およびトランザクション関連の情報を含むグローバルリソースを共有するステ
ップをさらに含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　共有ファイルおよびサーバのうち少なくとも１つを用いて前記グローバルリソースをサ
ポートするステップをさらに含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　ドメインゲートウェイを用いて、前記マシン関連およびトランザクション関連の情報を
含む前記グローバルリソースをインポートするステップをさらに含む、請求項３または４
に記載の方法。
【請求項６】
　前記インポートされたマシン関連およびトランザクション関連の情報をローカルの共有
メモリに格納するステップをさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記クライアントにより、前記トランザクションドメインに常駐する１つ以上のゲート
ウェイサーバを介して前記リモートサーバに別のメッセージを送信するステップをさらに
含む、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記クライアントにより、前記リモートサーバに関連付けられたメッセージキューにつ
いてのアドレスを取得するステップをさらに含む、請求項１～７のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項９】
　前記アドレスはリモートダイレクトメモリアクセス（ＲＤＭＡ）プロトコルに基づいて
いる、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　実行されると、システムに、請求項１～９のいずれか１項に記載の方法のステップを実
行させる命令を含むコンピュータプログラム。
【請求項１１】
　トランザクションミドルウェアマシン環境においてドメイン間メッセージ通信をサポー
トするためのシステムであって、
　１つ以上のマイクロプロセッサと、
　前記１つ以上のマイクロプロセッサ上で実行されるトランザクションドメインとを含み
、前記トランザクションドメインは、リモートトランザクションドメインから１つ以上の
サービスをインポートするように動作し、前記１つ以上のサービスは、前記トランザクシ
ョンドメインに関連付けられたサービステーブルに登録されており、前記システムはさら
に、
　前記トランザクションドメインにクライアントを含み、前記クライアントは、
　前記１つ以上のサービスを提供する前記リモートトランザクションドメインにおけるリ
モートサーバを前記サービステーブルから見付け出し、
　前記１つ以上のサービスを呼出すようにとのメッセージを、直接、前記リモートサーバ
に送信するように動作し、
　トランザクションをコミットする前記クライアントは、前記トランザクションに含まれ
る前記トランザクションドメインおよび前記リモートトランザクションドメインの両方に
おける１つ以上のトランザクション管理サーバを取得するように動作する、システム。
【請求項１２】
　トランザクションドメインにおけるクライアントであって、前記トランザクションドメ
インはリモートトランザクションドメインから１つ以上のサービスをインポートするよう
に動作し、前記１つ以上のサービスは、前記トランザクションドメインに関連付けられた
サービステーブルに登録され、前記クライアントは、
　前記１つ以上のサービスを提供する前記リモートトランザクションドメインにおけるリ
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モートサーバを前記サービステーブルから見付け出すように構成された見付け出しユニッ
トと、
　前記１つ以上のサービスを呼出すようにとのメッセージを、直接、前記リモートサーバ
に送信するように構成された第１の送信ユニットと、
　トランザクションに含まれる前記トランザクションドメインおよび前記リモートトラン
ザクションドメインの両方における１つ以上のトランザクション管理サーバを取得するよ
うに構成された第１の取得ユニットとを含む、クライアント。
【請求項１３】
　命令を含むコンピュータプログラムであって、前記命令は、実行されると、システムに
、
　トランザクションドメインにより、前記トランザクションドメインに関連付けられたサ
ービステーブルに登録されている１つ以上のサービスをリモートトランザクションドメイ
ンからインポートするステップと、
　前記トランザクションドメインにおけるクライアントにより、前記１つ以上のサービス
を提供する前記リモートトランザクションドメインにおけるリモートサーバを前記サービ
ステーブルから見付け出すステップと、
　前記クライアントにより、前記１つ以上のサービスを呼出すようにとのメッセージを、
直接、前記リモートサーバに送信するステップと、
　トランザクションをコミットする前記クライアントにより、前記トランザクションに含
まれる前記トランザクションドメインおよび前記リモートトランザクションドメインの両
方における１つ以上のトランザクション管理サーバを取得するステップと、を実行させる
、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　著作権表示：
　この特許文献の開示の一部は、著作権保護の対象となる題材を含んでいる。著作権の所
有者は、特許商標庁の包袋または記録に掲載されるように特許文献または特許情報開示を
誰でも複製できることに対して異議はないが、その他の点ではすべての如何なる著作権を
も保有する。
【０００２】
　発明の分野：
　本発明は、一般に、コンピュータシステムおよびミドルウェアなどのソフトウェアに関
し、特に、トランザクションミドルウェアマシン環境に関する。
【背景技術】
【０００３】
　背景：
　トランザクションミドルウェアシステムまたはトランザクション指向型ミドルウェアは
、組織内のさまざまなトランザクションを処理することができるエンタープライズアプリ
ケーションサーバを含む。高性能ネットワークおよびマルチプロセッサコンピュータなど
の新技術の開発によって、トランザクションミドルウェアの性能をさらに改善する必要が
ある。これらは、本発明の実施形態が対処しようとする一般的に認識された領域である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　概要：
　トランザクションミドルウェアマシン環境においてドメイン間メッセージ通信をサポー
トすることができるシステムおよび方法がこの明細書中に記載される。トランザクション
ドメインは、リモートトランザクションドメインから１つ以上のサービスをインポートす
ることができる。上記１つ以上のサービスは、トランザクションドメインに関連付けられ
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たサービステーブルに登録される。さらに、トランザクションドメインにおけるクライア
ントは、上記１つ以上のサービスを提供するリモートトランザクションドメインにおける
リモートサーバをサービステーブルから見付け出し、トランザクションドメインおよびリ
モートトランザクションドメインの両方における１つ以上のドメインゲートウェイサーバ
をバイパスして、上記１つ以上のサービスを呼出すようにとのメッセージを、直接、リモ
ートサーバに送信することができる。
【０００５】
　トランザクションミドルウェアマシン環境においてドメイン間メッセージ通信をサポー
トすることができるシステムおよび方法がこの明細書中に記載される。トランザクション
ドメインにおけるゲートウェイサーバは、１つ以上のリモートトランザクションドメイン
における１つ以上のゲートウェイサーバに対して１つ以上のサービスにおける更新の通知
を提供するように動作する。さらに、ゲートウェイサーバは、上記１つ以上のサービスに
ついての問合せをリモートトランザクションドメインから受信し、応答をリモートトラン
ザクションドメインにおけるゲートウェイサーバに送信することができる。当該応答は、
上記リモートトランザクションドメインにおけるクライアントが上記１つ以上のサービス
を呼出すことを可能にする情報を含んでいる。
【０００６】
　トランザクションミドルウェアマシン環境においてドメイン間メッセージ通信をサポー
トすることができるシステムおよび方法がこの明細書中に記載される。プロキシモデルを
用いると、第１のトランザクションドメインは、第２のトランザクションドメインに１つ
以上のサービスをエクスポートすることができる。上記１つ以上のサービスは第３のトラ
ンザクションドメインからインポートされる。さらに、トランザクションドメインにおけ
る第１のゲートウェイサーバは、第３のトランザクションドメインにおける上記１つ以上
のサービスを呼出すようにとの要求を第２のトランザクションドメインにおけるクライア
ントから受信することができ、かつ、当該要求を上記１つ以上のサービスを提供する第３
のトランザクションドメインにおけるサーバにルーティングすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境におい
てドメインゲートウェイを介してドメイン間メッセージ通信をサポートする例を示す図で
ある。
【図２】本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境におい
てドメインゲートウェイをバイパスしてドメイン間メッセージ通信をサポートする例を示
す図である。
【図３】本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境におい
てドメイン間メッセージ通信をサポートする例を示す図である。
【図４】本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境におい
てドメイン間メッセージ通信をサポートするための例示的なフローチャートである。
【図５】本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境におい
てバイパスドメイングループをサポートする例を示す図である。
【図６】本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境におい
てドメイン間メッセージ通信をサポートするサービス情報を共有および更新する例を示す
図である。
【図７】本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境におい
てドメイン間メッセージ通信をサポートするサービス情報を共有および更新するための例
示的なフローチャートである。
【図８】本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境におい
てプロキシモデルを提供する例を示す図である。
【図９】本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境におい
てプロキシモデルを用いてドメイン間メッセージ通信をサポートする例を示す図である。
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【図１０】本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境にお
いてプロキシモデルを用いてドメイン間メッセージ通信をサポートするための例示的なフ
ローチャートである。
【図１１】本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境にお
けるトランザクションドメイン内のクライアントを示す例示的なブロック図である。
【図１２】本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境にお
けるトランザクションドメイン内のゲートウェイサーバを示す例示的なブロック図である
。
【図１３】本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境にお
ける第１のトランザクションドメイン内の第１のゲートウェイサーバを示す例示的なブロ
ック図である。
【図１４】本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境にお
ける第１のトランザクションドメイン内の第２のゲートウェイサーバを示す例示的なブロ
ック図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　詳細な説明：
　本発明は、同様の参照符号で同様の要素を示している添付の図面において、限定によっ
てではなく例示によって説明されている。この開示における「ある」または「１つの」ま
たは「いくつかの」実施形態への言及は、必ずしも同じ実施形態に対するものではなく、
そのような言及は「少なくとも１つ」という意味である。
【０００９】
　以下の本発明の説明は、トランザクションミドルウェアマシン環境についての一例とし
てＴｕｘｅｄｏ環境を用いている。他のタイプのトランザクションミドルウェアマシン環
境が限定なしに使用可能であることが当業者にとって明らかになるだろう。
【００１０】
　トランザクションミドルウェアマシン環境をサポートすることができるシステムおよび
方法がこの明細書中に記載される。
【００１１】
 
　　トランザクションミドルウェアマシン環境
　本発明の一実施形態によれば、迅速に用意することができ且つオンデマンドで拡張する
ことができる大規模並列処理インメモリグリッドを含むＪａｖａ（登録商標）ＥＥアプリ
ケーションサーバ複合体を提供するために、当該システムは、６４ビットプロセッサ技術
などの高性能ハードウェア、高性能大容量のメモリ、冗長インフィニバンド（InfiniBand
）およびイーサネット（登録商標）ネットワーク、ならびにＷｅｂＬｏｇｉｃ（登録商標
）スイートなどのアプリケーションサーバまたはミドルウェア環境の組合せを含む。一実
施形態によれば、当該システムは、アプリケーションサーバグリッド、ストレージエリア
ネットワーク、およびインフィニバンド（ＩＢ）ネットワークを提供するフルラック、ハ
ーフラックまたはクォーターラックもしくは他の構成として展開可能である。ミドルウェ
アマシンソフトウェアは、アプリケーションサーバ、ミドルウェアおよび他の機能、たと
えば、ＷｅｂＬｏｇｉｃ　Ｓｅｒｖｅｒ、ＪＲｏｃｋｉｔもしくはＨｏｔｓｐｏｔ　ＪＶ
Ｍ、Ｏｒａｃｌｅ　Ｌｉｎｕｘ（登録商標）もしくはＳｏｌａｒｉｓ、およびＯｒａｃｌ
ｅ（登録商標）ＶＭなどを提供することができる。一実施形態によれば、当該システムは
、ＩＢネットワークを介して互いに通信する複数の計算ノード、ＩＢスイッチゲートウェ
イ、およびストレージノードまたはストレージユニットを含むことができる。ラック構成
として実装される場合、ラックの未使用部分は、空のままにしてもよく、充填物で充填さ
れてもよい。
【００１２】
　本発明の一実施形態によれば、当該システムは、ＯｒａｃｌｅミドルウェアＳＷスイー
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トまたはＷｅｂＬｏｇｉｃなどのミドルウェアまたはアプリケーションサーバソフトウェ
アをホストするために、展開容易な解決案を提供する。本明細書に説明されるように、一
実施形態に従ったシステムは、ミドルウェアアプリケーションをホストするために必要と
される１つ以上のサーバ、ストレージユニット、ストレージネットワーク用のＩＢファブ
リック、およびすべての他の要素を含む「グリッド・イン・ア・ボックス」（grid in a 
box）である。たとえば、リアルアプリケーションクラスタおよびＥｘａｌｏｇｉｃオー
プンストレージなどを使用する大規模並列グリッドアーキテクチャを活用することによっ
て、すべての種類のミドルウェアアプリケーションに高い性能を提供することができる。
このシステムは、線形Ｉ／Ｏ拡張性によって改善した性能を提供し、使用および管理が簡
単であり、ミッションクリティカルな可用性および信頼性を提供する。
【００１３】
　本発明の一実施形態に従うと、Ｏｒａｃｌｅ　Ｔｕｘｅｄｏシステムなどのトランザク
ションミドルウェアシステムは、Ｏｒａｃｌｅ　Ｅｘａｌｏｇｉｃミドルウェアマシンな
ど複数のプロセッサや、ＩＢネットワークなどの高性能ネットワーク接続を備えた高速マ
シンを利用することができる。付加的には、Ｏｒａｃｌｅ　Ｔｕｘｅｄｏシステムは、キ
ャッシュアーキテクチャが共有されているクラスタ化されたデータベースであるＯｒａｃ
ｌｅのリアルアプリケーションクラスタ（Real Application Clusters：ＲＡＣ）エンタ
ープライズデータベースなどのクラスタ化されたデータベースを利用することができ、か
つ、クラウドアーキテクチャのコンポーネントにもなり得る。Ｏｒａｃｌｅ　ＲＡＣは、
従来のシェアド・ナッシング・アプローチおよびシェアド・ディスク・アプローチの制限
事項を克服して、ビジネス用途で使用できるように高度に拡張可能かつ利用可能なデータ
ベースソリューションを提供することができる。
【００１４】
　本発明の一実施形態によれば、Ｏｒａｃｌｅ　Ｔｕｘｅｄｏシステムは、高性能分散型
ビジネスアプリケーションの構築、実行および管理を可能にするソフトウェアモジュール
のセットであり、トランザクションミドルウェアとして多くの複層アプリケーション開発
ツールによって使用されてきた。Ｔｕｘｅｄｏは、分散コンピューティング環境において
分散トランザクション処理を管理するために使用することができるミドルウェアプラット
フォームである。Ｔｕｘｅｄｏは、無制限の拡張性および標準ベースの相互運用性を提供
しながら、エンタープライズレガシーアプリケーションのロックを解除し、これらエンタ
ープライズレガシーアプリケーションをサービス指向アーキテクチャに拡張するための有
効なプラットフォームである。
【００１５】
 
　　ドメイン間メッセージ通信
　本発明の一実施形態に従うと、トランザクションミドルウェアマシン環境は、ドメイン
ゲートウェイサーバに基づいてドメイン間メッセージ通信をサポートすることができる。
【００１６】
　ドメインゲートウェイサーバは、ローカルドメインをリモートドメインに接続し、イン
ポートされたサービスをローカルドメインにアドバタイズし（advertising）、２つのド
メイン間で要求／応答を転送するためのプロキシとして機能し、トランザクションのため
のサブオーディネータとして機能する役割を果たすことができる。たとえば、Ｔｕｘｅｄ
ｏにおけるドメインゲートウェイサーバ上に常駐するＧＷＴＤＯＭＡＩＮプロセスは、リ
モートドメインにおける他のＧＷＴＤＯＭＡＩＮプロセスと通信することができ、ドメイ
ン間通信をサポートする。
【００１７】
　図１は、本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境にお
いてドメインゲートウェイを介してドメイン間メッセージ通信をサポートする例を示す。
図１に示されるように、トランザクションミドルウェアマシン環境１００、たとえばＴｕ
ｘｅｄｏシステムは、ドメインゲートウェイＡ１０３を備えたトランザクションドメイン
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Ａ１０１、およびドメインゲートウェイＢ１０４を備えたトランザクションドメインＢ１
０２などの複数のドメインを含み得る。
【００１８】
　さらに、トランザクションミドルウェアマシン環境１００におけるトランザクションド
メインＡ１０１－Ｂ１０２は、たとえば共有メモリ１０５－１０６内のサービステーブル
１０７－１０８にサービス関連情報を格納することができる。たとえば、Ｔｕｘｅｄｏシ
ステムは、掲示板（bulletin board：ＢＢ）を利用することができる。掲示板（ＢＢ）は
、さまざまなアプリケーションにおけるさまざまなプロセスに関連付けられた情報、たと
えばＵＢＢＣＯＮＦＩＧファイルにおいて定義された情報ならびに他の統計情報および位
置情報など、を格納するための共有メモリを用いる。
【００１９】
　図１に示されるように、トランザクションドメインＡ１０１におけるクライアント１１
１は、トランザクションドメインＢ１０２におけるターゲットサービス（たとえば、ＳＶ
Ｃ１２３）のホストとなるサーバ１２２のアドレスを取得するために共有メモリ１０５に
おけるサービステーブル１０７をチェックすることができる。次いで、クライアント１１
１は、メッセージをドメインゲートウェイＡ１０３に送信することができ、当該ドメイン
ゲートウェイＡ１０３は、たとえば、イーサネット（登録商標）ネットワーク１１０を介
する伝送制御プロトコル（transmission control protocol：ＴＣＰ）プロトコルに基づ
いたネットワーク接続を介して、当該メッセージをリモートトランザクションドメインＢ
１０２におけるドメインゲートウェイＢ１０４に転送する。
【００２０】
　さらに、ドメインゲートウェイＢ１０４は、受信したメッセージをトランザクションド
メインＢ１０２におけるターゲットサーバ１２２に送信することができる。これに応じて
、ターゲットサービス（すなわちＳＶＣ１２３）のホストとなるターゲットサーバ１２２
は、同じ経路を介してクライアント１１１に応答を送信することができる。
【００２１】
　加えて、トランザクションドメインＢ１０２におけるクライアント１２１は、トランザ
クションドメインＡ１０１におけるターゲットサービス（たとえば、ＳＶＣ１１３）のホ
ストとなるサーバ１１２のアドレスを取得するために、共有メモリ１０６におけるサービ
ステーブル１０８をチェックすることができる。次いで、クライアント１２１は、ドメイ
ンゲートウェイＡ１０３およびドメインゲートウェイＢ１０４を介してターゲットサービ
スを呼出すことができる。
【００２２】
　本発明の一実施形態に従うと、メッセージ通信システムは、たとえば、トランザクショ
ンミドルウェアマシン環境１００におけるさまざまなプロセス間通信（inter-process co
mmunication：ＩＰＣ）キューまたはリモートダイレクトメモリアクセス（remote direct
 memory access：ＲＤＭＡ）キューを介して、ドメイン間でメッセージを送信するために
、ドメインゲートウェイＡ１０３およびドメインゲートウェイＢ１０４などのドメインゲ
ートウェイサーバにおいてさまざまなパッキング動作およびアンパッキング動作を実行す
る必要があるかもしれない。
【００２３】
　たとえば、Ｔｕｘｅｄｏにおいては、クライアント１１１は、リモートドメイン内のタ
ーゲットサーバ１２２へのアドレスを掲示板（ＢＢ）から取得した後、ＩＰＣキューを介
してローカルのＧＷＴＤＯＭＡＩＮプロセスにメッセージを送信することができる。
【００２４】
　次いで、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮプロセスは、ＩＰＣメッセージをアンパックし、どのリモ
ートゲートウェイ（すなわちリモートドメイン内の別のＧＷＴＤＯＭＡＩＮプロセス）に
対してメッセージがルーティングされるべきであるかを決定することができる。さらに、
ＧＷＴＤＯＭＡＩＮプロセスは、メッセージをネットワークメッセージとしてパックする
ことができ、当該ネットワークメッセージをリモートのＧＷＴＤＯＭＡＩＮサーバに送信
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することができる。
【００２５】
　ネットワークメッセージを受信した後、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮプロセスは、ネットワーク
メッセージをアンパックしてから、メッセージをＩＰＣメッセージにパックして、当該メ
ッセージをローカルのＩＰＣキューを介してサーバに送信することができる。最後に、サ
ーバ１２２はローカルのＩＰＣキューからメッセージを検索することができる。
【００２６】
　このため、ドメインゲートウェイＡ１０３およびドメインゲートウェイＢ１０４などの
ドメインゲートウェイサーバは、高度な同時処理（concurrence）シナリオにおいて障害
となる可能性がある。なぜなら、パッキング動作およびアンパッキング動作がメッセージ
通信システムの性能に悪影響を及ぼすおそれがあるからである。
【００２７】
 
　　バイパスドメインモデル
　本発明の一実施形態に従うと、トランザクションミドルウェアマシン環境は、バイパス
ドメインモデル（バイパス型ドメインモデルとしても知られている）に基づいてドメイン
間メッセージ通信をサポートすることができる。
【００２８】
　バイパスドメインモデルを用いると、インポートされたサービスが呼出されたとき、当
該システムは、ゲートウェイドメインサーバ間でメッセージを転送する代わりに、リモー
トドメインに対して直接メッセージを送達するために、高性能および低レイテンシのネッ
トワークプロトコルを利用することができる。
【００２９】
　たとえば、Ｔｕｘｅｄｏにおいては、システムは、ＩＢネットワークを利用してメッセ
ージを転送することによってＧＷＴＤＯＭＡＩＮプロセスをスキップすることができる。
ＩＢネットワークは、ローカルクライアントがリモートノードにおけるメモリにデータを
直接書込むことを許可するリモートデータアクセスをサポートすることができる。
【００３０】
　図２は、本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境にお
いてドメインゲートウェイをバイパスしてドメイン間メッセージ通信をサポートする例を
示す。図２に示されるように、トランザクションミドルウェアマシン環境２００、たとえ
ばＴｕｘｅｄｏ環境は、ドメインゲートウェイＡ２０３を備えたトランザクションドメイ
ンＡ２０１およびドメインゲートウェイＢ２０４を備えたトランザクションドメインＢ２
０２などの複数のドメインを含み得る。
【００３１】
　本発明の一実施形態に従うと、トランザクションドメインＡ２０１およびトランザクシ
ョンドメインＢ２０２は、（たとえば、システムの起動中に）さまざまな情報をやり取り
するためにグローバルリソース２３０を用いることができる。たとえば、Ｔｕｘｅｄｏシ
ステムは、さまざまなドメインゲートウェイサーバ間での情報のやり取りを可能にするサ
ーバを実現することができるか、または、ネットワークファイルシステム（network file
 system：ＮＦＳ）ファイルを用いて情報を共有することができる。これにより、Ｔｕｘ
ｅｄｏドメインは、グローバルリソース２３０を介して間接的に接続されたドメインから
、マシン識別子（machine identifier：ＭＩＤ）、グループ番号（group number：ＧＲＰ
ＩＤ）およびトランザクション管理サーバ（transaction management server：ＴＭＳ）
サービス情報などのさまざまなマシン情報およびトランザクション情報を取得することが
できる。
【００３２】
　さらに、トランザクションミドルウェアマシン環境２００におけるトランザクションド
メインＡ２０１－Ｂ２０２は、たとえば共有メモリ２０５－２０６に、さまざまなマシン
関連およびサービス関連の情報を格納することができる。たとえば、Ｔｕｘｅｄｏシステ
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ムは、ローカルドメインおよびリモートドメインの両方についてのさまざまなマシン関連
およびサービス関連の情報を格納するさまざまなテーブルを含み得る掲示板（ＢＢ）を利
用することができる。これらのテーブルは、ノードテーブル、プロセス（process：ＰＥ
）テーブル、サーバグループテーブル、サービステーブル、ルーティングテーブルおよび
ルーティングデータテーブルを含み得る（中でも、ノードテーブルおよびプロセス（ＰＥ
）テーブルは複数のセクションに分割されていてもよく、すなわち単一のドメインに対し
て１つのセクションを備えていてもよい）。
【００３３】
　バイパスドメインモデルを用いると、ゲートウェイドメインＡ２０３－Ｂ２０４は、イ
ンポートされたサービス関連の情報をローカルの共有メモリ２０５－２０６（たとえば、
Ｔｕｘｅｄｏ　ＢＢ）におけるサービステーブル２０７－２０８に登録することができる
。
【００３４】
　これにより、クライアント２１１または２２２は、ローカルドメインゲートウェイ２０
３－２０４によってインポートされるリモートサービス２２３または２１３についてのア
ドレスをローカルサービステーブル２０７－２０８から取得することができる。次いで、
クライアント２１１または２２２は、リモートサービスを呼出すようにとの要求を送信す
ることができる。ここで、リモートサービスの呼出しは、イーサネットネットワーク２１
０を介するＴＣＰではなく、ＩＢネットワーク２２０を介するＲＤＭＡに基づいてなされ
てもよい。
【００３５】
　たとえば、クライアント２１１は、ローカルの共有メモリ２０５内のサービステーブル
２０７においてターゲットサービス（たとえば、ＳＶＣ２２３）のためのプロバイダを見
付け出して、たとえばＲＤＭＡキューを介して、リモートサーバ２２１に直接メッセージ
を送信することができる。また、クライアント２２２は、ローカルの共有メモリ２０６内
のサービステーブル２０８においてターゲットサービス（たとえば、ＳＶＣ２１３）のた
めのプロバイダを見付け出し、たとえばＲＤＭＡキューを介してリモートサーバ２１２に
直接メッセージを送信することができる。
【００３６】
　図３は、本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境にお
いてドメイン間メッセージ通信をサポートする例を示す図である。図３に示されるように
、トランザクションミドルウェアマシン環境３００（たとえばＴｕｘｅｄｏ環境）は、ト
ランザクションドメインＡ３０１－Ｂ３０２などの複数のドメインを含み得る。
【００３７】
　図３に示されるように、トランザクションドメインＡ３０１におけるドメインゲートウ
ェイサーバであるＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ａ３０３は、ローカルの掲示板（ＢＢ）Ａ３０５
からサービス情報およびトランザクション情報をＮＦＳ共有ファイル３０７に書込むこと
ができ、トランザクションドメインＢ３０２におけるドメインゲートウェイサーバである
ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ３０４は、ローカルのＢＢ　Ｂ３０６からサービス情報およびト
ランザクション情報をＮＦＳ共有ファイル３０８に書込むことができる。ＮＦＳ共有ファ
イル３０７およびＮＦＳ共有ファイル３０８は共に、トランザクションドメインＡ３０１
およびトランザクションドメインＢ３０２によって共有することができる。
【００３８】
　さらに、サービス情報およびトランザクション情報は、さまざまなサービス３１３－３
１４および／またはトランザクション管理サーバ（ＴＭＳ）３１５－３１６に関連してい
る可能性もある。Ｔｕｘｅｄｏにおいては、このような情報はマシン情報、グループ情報
、ＴＭＳ情報を含み得る。
【００３９】
　たとえば、リモートトランザクションドメインＢ３０４からサービス３１４をインポー
トするために、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ａ３０３は、システム立ち上げ中および／または接
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続の確立後に、トランザクションドメインＢ３０４におけるＮＦＳファイル３０８から情
報を読出すことができる。さらに、トランザクションドメインＡ３０１は、ローカルの掲
示板（ＢＢ）Ａ３０５に、サービス３１４（たとえば、トランザクションドメインＢ３０
２におけるＲＤＭＡＱアドレス）を登録することができる。
【００４０】
　次いで、トランザクションドメインＡ３０１におけるクライアント３１１は、ローカル
の掲示板（ＢＢ）Ａ３０５を調べて、（トランザクションドメインＢ３０２において）タ
ーゲットサービス３１４を提供するリモートサーバを見付け出すことができる。トランザ
クションドメインＢ３０２におけるリモートサーバのアドレス情報を取得した後、クライ
アント３１１は、たとえば（ゲートウェイサーバＡ３０３－Ｂ３０４をバイパスして）イ
ンフィニバンド（ＩＢ）３２０ネットワーク上でリモートダイレクトメモリアクセス（Ｒ
ＤＭＡ）に基づいたネットワーク接続を介して、リモートサーバにメッセージを直接送信
することによってターゲットサービス３１４を呼出すことができる。
【００４１】
　同様に、クライアント３１２は、ゲートウェイサーバＡ３０３－Ｂ３０４をバイパスし
てリモートサーバに直接メッセージを送信することによって、ターゲットサービス３１３
を呼出すことができる。また、クライアント３１１または３１２は、トランザクションの
コミッタおよび／またはコーディネータとして機能する場合、ローカルおよびリモートの
ＴＭＳ３１５－ＴＭＳ３１６を取得することができる。
【００４２】
　加えて、クライアント３１１または３１２は、イーサネットネットワーク３１０を介す
るＴＣＰにより、ドメインゲートウェイＡ３０３－Ｂ３０４を用いて、リモートサーバに
メッセージを送信することができる。
【００４３】
　これにより、システムは、バイパスドメインモデルを利用することによってメッセージ
通信システムのドメイン間メッセージ通信の性能を著しく向上させることができる。また
、トランザクションは、従属関係のないドメインにわたって伝播させることができる。
【００４４】
　図４は、本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境にお
いてドメイン間メッセージ通信をサポートするための例示的なフローチャートである。図
４に示されるように、ステップ４０１において、トランザクションドメインは、リモート
トランザクションドメインから１つ以上のサービスをインポートすることができる。上記
１つ以上のサービスは、トランザクションドメインに関連付けられたサービステーブルに
登録されている。次いで、ステップ４０２において、トランザクションドメインにおける
クライアントは、サービステーブルから上記１つ以上のサービスを提供するリモートトラ
ンザクションドメインにおけるリモートサーバを見付け出すことができる。さらに、ステ
ップ４０３において、クライアントは、上記１つ以上のサービスを呼出すためにリモート
サーバに直接メッセージを送信することができる。
【００４５】
 
　　バイパスドメイングループ
　本発明の一実施形態に従うと、バイパスドメイングループは、バイパスドメインモデル
に基づいて、互いに、直接的または間接的に相互接続する１セットのドメインを含み得る
。
【００４６】
　図５は、本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境にお
いてバイパスドメイングループをサポートする例を示す。図５に示されるように、トラン
ザクションミドルウェアマシン環境５００、たとえばＴｕｘｅｄｏシステムは、ドメイン
ゲートウェイＡ５２１－Ｃ５２３を備えたトランザクションドメインＡ５０１－Ｃ５０３
などの複数のドメインを含むバイパスドメイングループ５２０を含み得る。
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【００４７】
　さらに、さまざまなトランザクションドメインＡ５０１－Ｃ５０３は、バイパスドメイ
ングループ５２０内でグローバルリソース５１０における情報を共有することができる。
たとえば、Ｔｕｘｅｄｏシステムは、ローカルの掲示板（ＢＢ）５３１－５３３に格納さ
れているマシン識別子（ＭＩＤ）、グループ番号（ＧＲＰＩＤ）、トランザクション管理
サーバ（ＴＭＳ）およびルーティング（ＤＤＲ）情報を共有するためのネットワークファ
イルシステム（ＮＦＳ）を用いることができる。Ｔｕｘｅｄｏにおいては、各々のトラン
ザクションドメインは、グローバルリソース５１０が提供されているネットワークファイ
ルシステム（ＮＦＳ）ファイルを利用することができる。加えて、ＮＦＳファイルは、バ
イパスドメイングループ５２０におけるさまざまなドメインによってアクセス可能である
。
【００４８】
　本発明の一実施形態に従うと、バイパスドメイングループ５２０内の各々のドメインは
ドメイン識別子（ＩＤ）に関連付けることができる。たとえば、トランザクションドメイ
ンＡ５０１はドメインＩＤ５１１に関連付けることができ、トランザクションドメインＢ
５０２はドメインＩＤ５１２に関連付けることができ、トランザクションドメインＣ５０
３はドメインＩＤ５１３に関連付けることができる。
【００４９】
　さらに、バイパスドメイングループ５２０内の各々のドメインは、各々の単一のドメイ
ン内において固有である（ＭＩＤおよびＧＲＰＩＤなどの）１セットの識別子を利用する
ことができる。しかしながら、これらの識別子は、サービス５４２－５４３が（サービス
情報の一部として）ドメインにわたってインポートされた後にそれらの一意性を維持する
ことができないかもしれない。
【００５０】
　本発明の一実施形態に従うと、各々のドメインＩＤは、（ドメイングループ５２０内に
おける特定のドメインを識別する固有の番号である、ＴｕｘｅｄｏにおけるＤＭＳＱＮＭ
などの）ドメインシーケンス番号を含み得る（かまたは、ドメインシーケンス番号によっ
て表わすことができる）。
【００５１】
　たとえば、ドメインシーケンス番号を用いると、Ｔｕｘｅｄｏは、ＭＩＤの一部として
ＤＭＳＱＮＭを用いたり、ＧＲＰＩＤをＤＭＳＱＮＭと組合せたりして、ＭＩＤを再構築
することができる。これにより、Ｔｕｘｅｄｏシステムは、ドメイン間メッセージ通信に
おいて識別子（たとえば、ＭＩＤおよびＧＲＰＩＤ）の一意性を維持することができる。
【００５２】
　本発明の一実施形態に従うと、システムは、トランザクションをサポートするための固
有のドメインシーケンス番号のリストを伝播させることができる。
【００５３】
　Ｔｕｘｅｄｏにおいては、システムは、ＧＲＰＩＤと共にＤＭＳＱＮＭのリストを伝播
させ、グローバルトランザクションテーブルエントリ（global transaction table entry
：ＧＴＴＥ）にＤＭＳＱＮＭを追加することができる。次いで、コミッタ（またはＴＭＳ
＿ＭＡＮＡＧＥ）は、適切なＴＭＳを決定する（すなわち、トランザクションに含まれて
いる複数のＴＭＳを識別する）ためにＤＭＳＱＮＭとＧＲＰＩＤとの組合せを用いること
ができる。
【００５４】
　これにより、トランザクションのコミッタは、クライアント５４１がリモートサービス
５４２を直接呼出したとき、トランザクションドメインＡ５０１－Ｃ５０３にわたってす
べてのＴＭＳサービスを検知することができる。
【００５５】
　また、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮプロセスはトランザクション管理サーバ（ＴＭＳ）としてト
ランザクションに参加する必要がないかもしれない。また、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮプロセス



(12) JP 6539677 B2 2019.7.3

10

20

30

40

50

は、クライアント５４１によって呼出されたリモートサービス５４２が他のリモートサー
ビス（たとえば、サービス５４３）を呼出すか否かを知る必要がないかもしれない。
【００５６】
 
　　サービス情報の更新
　図６は、本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境にお
いてドメイン間メッセージ通信をサポートするサービス情報を共有および更新する例を示
す。図６に示されるように、トランザクションミドルウェアマシン環境６００（たとえば
、Ｔｕｘｅｄｏシステム）は、トランザクションドメインＡ６１０およびトランザクショ
ンドメインＢ６２０などの複数のドメインを含み得る。
【００５７】
　さらに、トランザクションドメインＢ６２０におけるドメインゲートウェイサーバであ
るＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ６２３は、マシン関連およびトランザクション関連の情報をロ
ーカルのＢＢ　Ｂ６２２から共有のＮＦＳファイル６３０にエクスポートすることができ
る。次いで、トランザクションドメインＡ６１０におけるドメインゲートウェイサーバで
あるＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ａ６１３は、マシン関連およびトランザクション関連の情報を
共有のＮＦＳファイル６３０からローカルのＢＢ　Ａ６１２にインポートすることができ
る。
【００５８】
　たとえば、Ｔｕｘｅｄｏは、エクスポート動作とインポート動作とをそれぞれ実行する
ために時間刻みごとにスケジューリングされ得る２つの動作ＧＷＥＶ＿ＲＤＭＡ＿ＥＸＰ
ＯＲＴＬＢＢおよびＧＷＥＶ＿ＲＤＭＡ＿ＩＭＰＯＲＴＲＢＢを実現することができる。
【００５９】
　ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ６２３は、トランザクションモニタインターフェイス（transa
ction monitor interface：ＡＴＭＩ）呼出しに対するアプリケーションを実行するため
に、他のドメインノードによって使用可能であるローカルのＭＩＤ、ＧＲＰＩＤおよびＴ
ＭＳ情報をエクスポートするためのＧＷＥＶ＿ＲＤＭＡ＿ＥＸＰＯＥＴＬＢＢ動作を用い
ることができる。ＧＷＥＶ＿ＲＤＭＡ＿ＥＸＰＯＥＴＬＢＢ動作は、ローカルのＢＢ　Ｂ
６２２に関連付けられたバージョンを最後に書込まれたＢＢバージョンと比較することが
でき、リソース、マシン、グループおよびＴＭＳサービスの情報を共有ファイル６３０に
書込むことができる。
【００６０】
　ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ａ６１３は、予め定義されたＮＦＳファイルに基づいて（すなわ
ち、０からＭＡＸＤＯＭＡＩＮまでのシーケンス番号に対して）ドメイングループ内のす
べてドメインからＭＩＤ、ＧＲＰＩＤおよびＴＭＳの情報をインポートするためにＧＷＥ
Ｖ＿ＲＤＭＡ＿ＩＭＰＯＲＴＲＢＢ動作を用いることができる。ＧＷＥＶ＿ＲＤＭＡ＿Ｉ
ＭＰＯＲＴＲＢＢ動作はまた、当該ドメインに間接的に接続されているドメインを有する
共有のＮＦＳファイルから情報をインポートしてもよい。ＧＷＥＶ＿ＲＤＭＡ＿ＩＭＰＯ
ＲＴＲＢＢ動作は、ローカルのＢＢ　Ａ６１２に関連付けられたバージョンを最後に書込
まれたＢＢバージョンと比較することができ、さらに、共有ファイル６３０からリソース
、マシン、グループおよびＴＭＳサービスの情報を読出す。
【００６１】
　図６に示されるように、システムは、（ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ａ６１３およびＧＷＴＤ
ＯＭＡＩＮ　Ｂ６２３などの）さまざまなドメインゲートウェイサーバに基づいてリモー
トサービス６２１内の変更に対処することができる。
【００６２】
　ステップ６０１において、システムはサービス６２１が変化した後にＢＢ　Ｂ６２２を
更新することができる。
【００６３】
　ステップ６０２において、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ６２３は、ＢＢ　Ｂ６２２に関連付
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けられたバージョンをチェックすることができる。たとえば、Ｔｕｘｅｄｏは、スケジュ
ーリングされた時間刻みに基づいて定期的にｇｗ＿ｒｄｍａ＿ｃｈｅｃｋ＿ＢＢ＿ｃｈａ
ｎｇｅ（）ファンクション呼出し（call）を呼出す（invoke）ことができる。このファン
クションは、ドメイングループにおけるすべてのドメイン（すなわち０からＭＡＸＤＯＭ
ＡＩＮ）内をループすることができ、共有ファイル６３０に関連付けられたバージョンを
比較する。
【００６４】
　ステップ６０３において、ＢＢ　Ｂ６２２においていずれかのサービスが変更されてい
た場合、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ６２３は、たとえばＧＷＥＶ＿ＮＷ＿ＢＢＣＨＧ＿ＮＯ
ＴＩＦＹメッセージを接続されたすべてのゲートウェイに送信することによって、接続さ
れているすべてのドメインに通知し得る。
【００６５】
　ステップ６０４において、ドメインＡ６１０におけるドメインゲートウェイサーバ、た
とえばＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ａ６１３がリモートドメインＢ６２０から通知メッセージを
受信すると、ドメインゲートウェイサーバは、たとえばＧＷＥＶ＿ＮＷ＿ＢＢＣＨＧ＿Ｎ
ＯＴＩＦＹメッセージにおけるＢＢバージョンをローカルのＢＢ　Ａ６１２のバージョン
と比較することによって、リモートドメインＢ６２０からインポートされるべきサービス
のリストを決定することができる。
【００６６】
　ステップ６０５において、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ａ６１３は、リモートドメインＢ６２
０からインポートされるべきサービスについての問合せメッセージ（たとえば、ＧＷＥＶ
＿ＮＷ＿ＩＮＱＲＤＯＭＤＡＴＡメッセージ）をＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ６２３に送信す
ることができる。
【００６７】
　ステップ６０６において、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ６２３がＧＷＥＶ＿ＮＷ＿ＩＮＱＲ
ＤＯＭＤＡＴＡメッセージを受信すると、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ６２３はデータパッケ
ージからサービス名を検索して、（ＲＤＭＡＱアドレスなどの）さまざまなマシン情報お
よびサービス情報を求めてローカルのＢＢ　Ｂ６２２を探索することができる。
【００６８】
　ステップ６０７において、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ６２３は、応答（たとえば、ＧＷＥ
Ｖ＿ＮＷ＿ＩＮＱＲＤＯＭＤＡＴＡ＿ＲＰＬＹメッセージ）をＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ａ６
１３に送り返して、次の予定時刻まで待つことができる。
【００６９】
　ステップ６０８において、ドメインＡ６１０におけるクライアント６１１は、ローカル
のＢＢ　Ａ６１２をチェックすることができ、さらに、ターゲットサービス６２１につい
てのＲＤＭＡＱアドレスを取得する。
【００７０】
　ステップ６０９において、クライアント６１１は、リモートドメインにおいてターゲッ
トサービス６２１を直接呼出すことができる。
【００７１】
　本発明の一実施形態に従うと、システムは、ターゲットサービスをインポート（または
エクスポート）する際に、ターゲットサービスに関連付けられたメッセージキューについ
てのＲＤＭＡアドレスを取得する（かまたは提供する）ためにさまざまな戦略を用いるこ
とができる。
【００７２】
　システムは、ドメイン間のデータ依存型ルーティング（data-dependent routing：ＤＤ
Ｒ）をサポートすることができる。バイパスドメインモデルを用いると、クライアントは
、ローカルのＤＤＲに従って（直接的または間接的に接続された）適切なリモートサービ
スを選択することができる。なぜなら、ドメインゲートウェイサーバが構成ファイルにお
いて定義されるようにＤＤＲ設定を実現することができるからである。たとえば、ドメイ
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ンゲートウェイサーバは、ＤＤＲ設定を構成ファイル（たとえば、Ｔｕｘｅｄｏ　ｄｍｃ
ｏｎｆｉｇファイル）から、ローカルのＤＤＲ設定についての情報を維持しているローカ
ルのＢＢに変換することができる。これにより、リモートサービス呼出し（たとえば、Ｔ
ｕｘｅｄｏ　ｔｐｃａｌｌ）は、ローカルの呼出しと同様のやり方で、リモートサービス
を選択するためにローカルのＢＢを用いることができる。
【００７３】
　また、システムはアクセスコントロール（access control：ＡＣＬ）情報をやり取りす
ることができる。たとえば、ドメインゲートウェイサーバが、たとえばサービスをインポ
ートするリモートドメインに対してＲＤＭＡＱアドレスを公開する（exposing）ことによ
って、サービスをエクスポートすると、このドメインゲートウェイサーバは、構成設定に
従ってキーを生成することができ、さらに、リモートドメインに対してキーを提供する。
次いで、リモートドメイン内のクライアントは、受取ったキーを用いて、リモートサービ
スを呼出す、たとえばｔｐｃａｌｌを構成する、ことができる。
【００７４】
　さらに、システムはサービスのフェイルオーバーをサポートすることができる。ドメイ
ンゲートウェイサーバは、ローカルのＢＢにリモートサービスＲＤＭＡＱアドレスをイン
ポートすることで利用できなくなる可能性のある（フェイルオーバー数などの）フェイル
オーバー情報をチェックすることによって、リモートドメインにサービス要求をルーティ
ングすることができる。
【００７５】
　たとえば、ドメインゲートウェイサーバがリモートサービスをインポートすると、この
ドメインゲートウェイサーバはインポートされたサービスについてのフェイルオーバー数
をチェックする。同じ（または同様の）サービスが存在しているのであれば、システムは
インポートされたサービスをフェイルオーバーサービスとして処理することができ、この
場合、ドメインゲートウェイサーバは、インポートされたサービスの状態を「ＳＵＳＰＥ
ＮＤＥＤ」に変更してもよく、さらに、適切な負荷を設定する。
【００７６】
　また、ドメインゲートウェイサーバがリモートサービスを削除すると、ドメインゲート
ウェイサーバは、リモートドメインがフェイルオーバーリンクの（上部）において削除さ
れるべきサービスのプロバイダであるかどうかをチェックし、最小のフェイルオーバー数
を有する残りのサービスを再開させる。
【００７７】
　さらに、システムは、インポートされたサービスをリモートドメインから削除すること
ができる。たとえば、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ａ６１３は、シャットダウン時に、インポー
トされたサービスをローカルのＢＢ　Ａから削除することができる。
【００７８】
　加えて、リモートドメインへの接続が（ネットワークに問題があるせいで、または、リ
モートドメインゲートウェイがシャットダウンされているために）ダウンしている場合、
システムは、リモートドメインに関連するすべてのサービスを削除することができる。さ
らに、システムは、リモートドメインがフェイルオーバーリンク（の上部）におけるいく
つかのサービスのプロバイダであるかどうかをチェックして、最小のフェイルオーバー数
を有する残りのサービスを再開させることができる。
【００７９】
　図７は、本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境にお
いてドメイン間メッセージ通信をサポートするサービス情報を共有および更新するための
例示的なフローチャートである。図７に示されるように、ステップ７０１において、トラ
ンザクションドメインにおけるゲートウェイサーバは、１つ以上のサービスにおける更新
を１つ以上のリモートトランザクションドメインにおける１つ以上のゲートウェイサーバ
に対して通知することができる。次いで、ステップ７０２において、ゲートウェイサーバ
は、上記１つ以上のサービスについての問い合わせをリモートトランザクションドメイン
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から受信することができる。さらに、ステップ７０３において、ゲートウェイサーバはリ
モートトランザクションドメインにおけるゲートウェイサーバに対して応答を送信するこ
とができる。当該応答は、上記リモートトランザクションドメインにおけるクライアント
が上記１つ以上のサービスを呼出すことを可能にする情報を含んでいる。
【００８０】
 
　　プロキシモデル
　図８は、本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境にお
いてプロキシモデルを提供する例を示す。図８に示されるように、トランザクションミド
ルウェアマシン環境８００（たとえばＴｕｘｅｄｏ環境）は、ドメインゲートウェイＡ８
１１－Ｃ８１３および掲示板（ＢＢ）８２１－８２３をそれぞれ備えたトランザクション
ドメインＡ８０１－Ｃ８０３などの複数のドメインを含み得る。
【００８１】
　さらに、さまざまなドメインＡ８０１－Ｃ８０３は、グローバルリソース８１０内で情
報を共有することができる。たとえば、Ｔｕｘｅｄｏシステムは、ＭＩＤ、ＧＲＰＩＤ、
ＴＭＳ、ルーティングの情報を共有するためのネットワークファイルシステム（ＮＦＳ）
を用いることができる。
【００８２】
　図８に示されるように、トランザクションドメインＢ８０２はさまざまなサービスをさ
まざまなリモートドメインにエクスポートすることができる。たとえば、トランザクショ
ンドメインＢ８０２はサービス８２３をトランザクションドメインＡ８０１にエクスポー
トすることができる。また、トランザクションドメインＢ８０２は、別のリモートトラン
ザクションドメインＣ８０３からインポートされたサービス８３３を（プロキシモデルを
用いて）トランザクションドメインＡ８０１にエクスポートすることができる。
【００８３】
　本発明の一実施形態に従うと、クライアント８３１は、ローカルの呼出しと同様に、リ
モートサービス８３２を選択するためにローカルのＢＢ８２１を用いることができる。ク
ライアント８３１は、ドメイン間で１つ以上のメッセージをルーティングするためにデー
タ依存型ルーティング（ＤＤＲ）手順を用いることができる。ＤＤＲ手順は、ローカルの
ＢＢ８２１に格納された（構成ファイルから変換された）ＤＤＲ設定８１４に基づき得る
。
【００８４】
　代替的には、クライアント８３１はＤＤＲ設定８１４に従ってリモートサービス８３３
を選択してもよい。プロキシモデルを用いると、トランザクションドメインＢ８０２はサ
ービス８３３をエクスポートすることができる。トランザクションドメインＢ８０２は、
サービス８３３についての最終的なＲＤＭＡＱアドレスを公開するのではなく、リモート
トランザクションドメインＣ８０３からサービスをインポートしたドメインゲートウェイ
Ｂ８１２についてのＲＤＭＡＱアドレスを公開してもよい。
【００８５】
　次に、クライアント８３１がサービス８３３を呼出すと、当該要求（たとえば、ｔｐｃ
ａｌｌ）はドメインゲートウェイＢ８１２に向けられてもよく、ローカルのＢＢ８２２に
格納されたＤＤＲ設定８２４に従ってリモートサービス８３３にルーティングすることが
できる（ワン・サイド・バイパスドメイン（one-side-bypass-domain）とも称される）。
【００８６】
　図９は、本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境にお
いてプロキシモデルを用いてドメイン間メッセージ通信をサポートする例を示す。図９に
示されるように、トランザクションミドルウェアマシン環境９００（たとえばＴｕｘｅｄ
ｏ環境）は、トランザクションドメインＡ９２１－Ｃ９２３などの複数のドメインを含み
得る。
【００８７】
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　たとえば、トランザクションドメインＢ９２２におけるＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ２　９
２８はトランザクションドメインＣ９２３においてサービス９３０をＧＷＴＤＯＭＡＩＮ
　Ｃ９２９からインポートすることができる。さらに、トランザクションドメインＢ９２
２におけるＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ１　９２６は、トランザクションドメインＡ９２１に
おいてサービス９３０をＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ａ９２５にエクスポートすることができる
。
【００８８】
　ステップ９０１において、トランザクションドメインＣ９２３におけるＧＷＴＤＯＭＡ
ＩＮ　Ｃ９２９が、サービス９３０に関連付けられた変更を検出し得る。
【００８９】
　ステップ９０２において、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｃ９２９は、トランザクションドメイ
ンＢ９２２におけるＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ２　９２８に対して、サービス９３０の変更
について通知することができる。次いで、ステップ９０３において、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ
　Ｂ２　９２８は、（サービス９３０を含む）サービスのリストについての問合せメッセ
ージをＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｃ９２９に送信することができる。さらに、ステップ９０４
において、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｃ９２９は、応答時にサービス９３０の変更をＧＷＴＤ
ＯＭＡＩＮ　Ｂ２　９２８に提供することができる。
【００９０】
　ステップ９０５において、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ２　９２８は、サービス９３０につ
いての更新済み情報を用いてローカルのＢＢ９２７を更新する。ステップ９０６において
、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ１　９２６はローカルのＢＢ９２７を定期的にチェックするこ
とができる。
【００９１】
　ステップ９０７において、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ１　９２６は、トランザクションド
メインＡ９２１におけるＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ａ９２５に対してサービス９３０の更新に
ついて通知することができる。次いで、ステップ９０８において、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　
Ａ９２５は、（サービス９３０を含む）サービスのリストについての問合せメッセージを
ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ１　９２６に送信することができる。
【００９２】
　さらに、ステップ９０９において、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ１　９２６は、応答時にサ
ービス９３０における更新をＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ａ９２５に提供することができる。た
とえば、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ１　９２６は、リモートトランザクションドメインＣ９
２３からサービス９３０をインポートするＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ２　９２８に関連付け
られたメッセージキューについてのアドレスを、トランザクションドメインＡ９２１にお
けるＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ａ９２５に公開することができる。
【００９３】
　ステップ９１０において、クライアント９２４は、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ２　９２８
に関連付けられたメッセージキューについてのアドレスを取得し、サービス９３０を呼出
すようにとの要求をＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ２　９２８に送信することができる。
【００９４】
　これにより、ステップ９１１において、ＧＷＴＤＯＭＡＩＮ　Ｂ２　９２８は、トラン
ザクションドメインＣ９２３におけるサービス９３０に対して要求をルーティングするこ
とができる。
【００９５】
　図１０は、本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境に
おいてプロキシモデルを用いてドメイン間メッセージ通信をサポートするための例示的な
フローチャートを示す。図１０に示されるように、ステップ１００１において、第１のト
ランザクションドメインは、第３のトランザクションドメインからインポートされた１つ
以上のサービスを第２のトランザクションドメインにエクスポートすることができる。次
いで、ステップ１００２において、トランザクションドメインにおける第１のゲートウェ
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イサーバは、第３のトランザクションドメインにおける上記１つ以上のサービスを呼出す
ようにとの要求を第２のトランザクションドメインにおけるクライアントから受信するこ
とができる。さらに、ステップ１００３において、第１のゲートウェイサーバは、上記１
つ以上のサービスを提供する第３のトランザクションドメインにおけるサーバに対して上
記要求をルーティングすることができる。
【００９６】
　図１１は、本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境に
おけるトランザクションドメイン内のクライアントの例示的なブロック図を示す。トラン
ザクションドメインはリモートトランザクションドメインから１つ以上のサービスをイン
ポートするように動作する。上記１つ以上のサービスはトランザクションドメインに関連
付けられたサービステーブルに登録されている。
【００９７】
　図１１に示されるように、例示的なクライアント１１００は見付け出し（finding）ユ
ニット１１１０および第１の送信ユニット１１２０を含み得る。見付け出しユニット１１
１０は、上記１つ以上のサービスを提供するリモートトランザクションドメインにおける
リモートサーバをサービステーブルから見付け出すように構成されてもよい。第１の送信
ユニット１１２０は、上記１つ以上のサービスを呼出すようにとのメッセージを直接リモ
ートサーバに送信するように構成されてもよい。
【００９８】
　一実施形態においては、トランザクションドメインおよびリモートトランザクションド
メインはドメイングループにあり、ドメイングループにおける各々のドメインは一意識別
子（unique identifier：ＩＤ）に関連付けられている。
【００９９】
　一実施形態においては、トランザクションドメインおよびリモートトランザクションド
メインは、マシン関連およびトランザクション関連の情報を含むグローバルリソースを共
有する。
【０１００】
　一実施形態においては、グローバルリソースは、共有ファイルおよびサーバのうち少な
くとも１つを用いてサポートされる。
【０１０１】
　一実施形態においては、トランザクションドメインは、ドメインゲートウェイサーバを
用いて、マシン関連およびトランザクション関連の情報を含むグローバルリソースをイン
ポートするように動作する。
【０１０２】
　一実施形態においては、ドメインゲートウェイサーバは、インポートされたマシン関連
およびトランザクション関連の情報をローカルの共有メモリに格納するように動作する。
【０１０３】
　一実施形態においては、例示的なクライアント１１００はさらに第１の取得ユニット１
１３０を含み得る。第１の取得ユニット１１３０は、トランザクションに含まれるトラン
ザクションドメインおよびリモートトランザクションドメインの両方において１つ以上の
トランザクション管理サーバを取得するように構成され得る。
【０１０４】
　一実施形態においては、例示的なクライアント１１００はさらに第２の送信ユニット１
１４０を含み得る。第２の送信ユニット１１４０は、トランザクションドメインに常駐す
る１つ以上のゲートウェイサーバを介してリモートサーバに別のメッセージを送信するよ
うに構成され得る。
【０１０５】
　一実施形態においては、例示的なクライアント１１００はさらに第２の取得ユニット１
１５０を含み得る。第２の取得ユニット１１５０は、リモートサーバに関連付けられたメ
ッセージキューについてのアドレスを取得するように構成され得る。メッセージキューは
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リモートダイレクトメモリアクセス（ＲＤＭＡ）プロトコルに基づいている。
【０１０６】
　図１２は、本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境に
おけるトランザクションドメイン内のゲートウェイサーバの例示的なブロック図を示す。
【０１０７】
　図１２に示されるように、例示的なゲートウェイサーバ１２００は第１の提供ユニット
１２１０、受信ユニット１２２０および送信ユニット１２３０を含み得る。第１の提供ユ
ニット１２１０は、１つ以上のリモートトランザクションドメインにおける１つ以上のゲ
ートウェイサーバに対して１つ以上のサービスにおける更新の通知を提供するように構成
され得る。受信ユニット１２２０は、リモートトランザクションドメインから上記１つ以
上のサービスについての問合せを受信するように構成され得る。送信ユニット１２３０は
、リモートトランザクションドメインにおけるゲートウェイサーバに応答を送信するよう
に構成され得る。上記応答は、上記リモートトランザクションドメインにおけるクライア
ントが上記１つ以上のサービスを呼出すことを可能にする情報を含む。
【０１０８】
　一実施形態においては、トランザクションドメインおよびリモートトランザクションド
メインはドメイングループにあり、ドメイングループにおける各々のドメインは一意識別
子（ＩＤ）に関連付けられている。
【０１０９】
　一実施形態においては、トランザクションドメインおよびリモートトランザクションド
メインは、マシン関連およびトランザクション関連の情報を含むグローバルリソースを共
有する。
【０１１０】
　一実施形態においては、上記ドメインＩＤは、ドメイングループにおいて固有のマシン
関連およびトランザクション関連の情報を維持するのに用いられるドメインシーケンス番
号である。
【０１１１】
　一実施形態においては、例示的なゲートウェイサーバ１２００はさらに伝播ユニット１
２４０を含み得る。伝播ユニット１２４０は、トランザクションをサポートするためにド
メイングループにおいてドメインシーケンス番号のリストを伝播させるように構成され得
る。
【０１１２】
　一実施形態においては、例示的なゲートウェイサーバ１２００はさらに第２の提供ユニ
ット１２５０を含み得る。第２の提供ユニット１２５０は、リモートトランザクションド
メインにおけるゲートウェイサーバに対してアクセスコントロール（ＡＣＬ）情報を提供
するように構成され得る。
【０１１３】
　一実施形態においては、ゲートウェイサーバは、リモートトランザクションドメインが
フェイルオーバーをサポートすることを可能にする。
【０１１４】
　一実施形態においては、例示的なゲートウェイサーバ１２００はさらにチェックユニッ
ト１２６０を含み得る。チェックユニット１２６０は、上記１つ以上のサービスにおいて
更新がなされたかどうかローカルの掲示板をチェックするように構成され得る。
【０１１５】
　一実施形態においては、例示的なゲートウェイサーバ１２００はさらに、上記リモート
トランザクションドメインにおけるクライアントが上記１つ以上のサービスを呼出すこと
を可能にする情報を求めてローカルの掲示板内を探索するように構成され得る探索ユニッ
ト１２７０と、上記１つ以上のサービスに関連付けられたメッセージキューについてのア
ドレスを公開するように構成され得る公開ユニット（exposing unit）１２８０とを含み
得る。
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【０１１６】
　図１３は、本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境に
おける第１のトランザクションドメイン内の第１のゲートウェイサーバの例示的なブロッ
ク図を示す。第１のトランザクションドメインは、第３のトランザクションドメインから
インポートされた１つ以上のサービスを第２のトランザクションドメインに対してエクス
ポートするように動作する。
【０１１７】
　図１４は、本発明の一実施形態に従った、トランザクションミドルウェアマシン環境に
おける第１のトランザクションドメイン内の第２のゲートウェイサーバの例示的なブロッ
ク図を示す。
【０１１８】
　図１３に示されるように、例示的な第１のゲートウェイサーバ１３００は第１の受信ユ
ニット１３１０およびルーティングユニット１３２０を含み得る。第１の受信ユニット１
３１０は、第３のトランザクションドメインにおける上記１つ以上のサービスを呼出すよ
うにとの要求を第２のトランザクションドメインにおけるクライアントから受信するよう
に構成され得る。ルーティングユニット１３２０は、当該要求を、上記１つ以上のサービ
スを提供する第３のトランザクションドメインにおけるサーバにルーティングするように
構成され得る。
【０１１９】
　一実施形態においては、第１のトランザクションドメインならびに第２および第３のト
ランザクションドメインはドメイングループにあり、ドメイングループにおける各々のド
メインは一意識別子（ＩＤ）に関連付けられている。
【０１２０】
　一実施形態においては、第１のトランザクションドメインならびに第２および第３のト
ランザクションドメインは、マシン関連およびトランザクション関連の情報を含むグロー
バルリソースを共有している。
【０１２１】
　一実施形態においては、例示的な第１のゲートウェイサーバ１３００はさらに第２の受
信ユニット１３３０を含み得る。第２の受信ユニット１３３０は、上記１つ以上のサービ
スにおける更新についての通知を第３のトランザクションドメインから受信するように構
成され得る。
【０１２２】
　一実施形態においては、例示的な第１のゲートウェイサーバ１３００はさらに更新ユニ
ット１３４０を含み得る。更新ユニット１３４０は、第３のトランザクションドメインか
らインポートされる上記１つ以上のサービスの更新のために、第１のトランザクションド
メインにおけるローカルの掲示板を更新するように構成され得る。
【０１２３】
　一実施形態においては、第１のトランザクションドメインはさらに第２のゲートウェイ
サーバ１４００を含む。第２のゲートウェイサーバ１４００はチェックユニット１４１０
を含み得る。チェックユニット１４１０は、第３のトランザクションドメインからインポ
ートされる上記１つ以上のサービスにおいて更新がなされているかどうか、ローカルの掲
示板内をチェックするように構成され得る。
【０１２４】
　一実施形態においては、第２のゲートウェイサーバ１４００はさらに公開ユニット１４
２０を含み得る。公開ユニット１４２０は、第１のトランザクションドメインにおける第
１のゲートウェイサーバに関連付けられているメッセージキューについてのアドレスを第
２のトランザクションドメインに対して公開するように構成され得る。
【０１２５】
　一実施形態においては、要求のルーティングは、第１のトランザクションドメイン内の
ローカルの掲示板におけるデータ依存型ルーティング設定に基づいている。
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【０１２６】
　一実施形態においては、第２のトランザクションドメインはクライアントを含む。クラ
イアントは、第１のゲートウェイサーバに関連付けられたメッセージキューについてのア
ドレスを取得するように構成され得る取得ユニットと、第３のトランザクションドメイン
における上記１つ以上のサービスを呼出すようにとの要求を第１のゲートウェイサーバに
送信するように構成され得る送信ユニットとを含む。
【０１２７】
　図１１～図１４において記載されたユニットは、本発明の原理を実行するために、（フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ（field programmable gate array：ＦＰＧＡ）、
集積回路（integrated circuit：ＩＣ）、または特定用途向け集積回路（application sp
ecific integrated circuit：ＡＳＩＣ）などの）ハードウェア、ソフトウェア、ファー
ムウェアまたはそれらのいずれかの組合せによって実現されてもよい。図１１～図１４に
記載されるユニットが上述のとおり本発明の原理を実現するためにサブユニットに組合わ
され得るかまたはサブユニットに分離され得ることが当業者によって理解される。したが
って、図１１～図１４に記載されるユニットは、実際のニーズに従った上述の実施形態に
記載されるように本発明の原理に従ってさまざまな動作を実行することができる。
【０１２８】
　本発明に従ったいくつかの例示的な実施形態は以下のとおりであり得る。
　（１）トランザクションミドルウェアマシン環境においてドメイン間メッセージ通信を
サポートするためのシステムであって、リモートトランザクションドメインから１つ以上
のサービスをインポートするように動作するトランザクションドメインを含む。上記１つ
以上のサービスは、トランザクションドメインに関連付けられたサービステーブルに登録
されている。トランザクションドメインはクライアントを含む。当該クライアントは、上
記１つ以上のサービスを提供するリモートトランザクションドメインにおけるリモートサ
ーバをサービステーブルから見付け出し、上記１つ以上のサービスを呼出すようにとのメ
ッセージをリモートサーバに直接送信するように動作する。
【０１２９】
　（２）トランザクションミドルウェアマシン環境においてメッセージ通信をサポートす
るためのシステムは、ゲートウェイサーバを含むトランザクションドメインを備える。ゲ
ートウェイサーバは、１つ以上のリモートトランザクションドメインにおける１つ以上の
ゲートウェイサーバに対して１つ以上のサービスにおける更新の通知を提供し、リモート
トランザクションドメインから上記１つ以上のサービスについての問合せを受信し、リモ
ートトランザクションドメインにおけるゲートウェイサーバに応答を送信するように動作
する。上記応答は、上記リモートトランザクションドメインにおけるクライアントが上記
１つ以上のサービスを呼出すことを可能にする情報を含む。
【０１３０】
　（３）トランザクションミドルウェアマシン環境においてメッセージ通信をサポートす
るためのシステムであって、第２のトランザクションドメインに１つ以上のサービスをエ
クスポートするように動作する第１のトランザクションドメインを含む。上記１つ以上の
サービスは第３のトランザクションドメインからインポートされる。第１のトランザクシ
ョンドメインは第１のゲートウェイサーバを含む。第１のゲートウェイサーバは、第３の
トランザクションドメインにおける上記１つ以上のサービスを呼出すようにとの要求を第
２のトランザクションドメインにおけるクライアントから受信し、当該要求を、上記１つ
以上のサービスを提供する第３のトランザクションドメインにおけるサーバにルーティン
グするように動作する。本発明の一実施形態に従うと、トランザクションミドルウェアマ
シン環境においてメッセージ通信をサポートするための方法であって、トランザクション
ドメインにおけるゲートウェイサーバにより、１つ以上のリモートトランザクションドメ
インにおける１つ以上のゲートウェイサーバに対して１つ以上のサービスにおける更新の
通知を提供するステップと、ゲートウェイサーバにより、リモートトランザクションドメ
インから上記１つ以上のサービスについての問合せを受信するステップと、ゲートウェイ
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サーバにより、リモートトランザクションドメインにおけるゲートウェイサーバに対して
応答を送信するステップとを含む。上記応答は、上記リモートトランザクションドメイン
におけるクライアントが上記１つ以上のサービスを呼出すことを可能にする情報を含む。
【０１３１】
　本発明の一実施形態に従うと、当該方法はさらに、トランザクションドメインおよびリ
モートトランザクションドメインがドメイングループにあることを可能にするステップを
含む。ドメイングループにおける各々のドメインは一意ドメイン識別子（ＩＤ）に関連付
けられている。
【０１３２】
　本発明の一実施形態に従うと、当該方法はさらに、トランザクションドメインおよびリ
モートトランザクションドメインにより、ドメイングループにおけるさまざまなトランザ
クションドメインについてのマシン関連およびトランザクション関連の情報を含むグロー
バルリソースを共有するステップを含む。
【０１３３】
　本発明の一実施形態においては、当該方法はさらに、上記ドメインＩＤが、ドメイング
ループにおいて固有のマシン関連およびトランザクション関連の情報を維持するのに用い
られるドメインシーケンス番号となることを可能にするステップを含む。
【０１３４】
　本発明の一実施形態においては、当該方法はさらに、トランザクションをサポートする
ためにドメイングループにおいてドメインシーケンス番号のリストを伝播させるステップ
を含む。
【０１３５】
　本発明の一実施形態においては、当該方法はさらに、アクセスコントロール（ＡＣＬ）
情報をリモートトランザクションドメインにおけるゲートウェイサーバに提供するステッ
プを含む。
【０１３６】
　本発明の一実施形態においては、当該方法はさらに、リモートトランザクションドメイ
ンがフェイルオーバーをサポートすることを可能にするステップを含む。
【０１３７】
　本発明の一実施形態においては、当該方法はさらに、ゲートウェイサーバにより、上記
１つ以上のサービスにおいて更新がなされたかどうか、ローカルの掲示板をチェックする
ステップを含む。
【０１３８】
　本発明の一実施形態においては、請求項８に記載の方法はさらに、ゲートウェイサーバ
により、上記リモートトランザクションドメインにおけるクライアントが上記１つ以上の
サービスを呼出すことを可能にする情報を求めて、ローカルの掲示板内を探索するステッ
プを含む。
【０１３９】
　本発明の一実施形態においては、当該方法はさらに、ゲートウェイサーバにより、上記
１つ以上のサービスに関連付けられたメッセージキューについてのアドレスを公開するス
テップを含む。
【０１４０】
　本発明の一実施形態においては、命令が格納された非一時的な機械読取可能な記憶媒体
であって、当該命令は、実行されると、システムに、上記方法のうちいずれかの方法のス
テップを実行させる。
【０１４１】
　本発明の一実施形態においては、トランザクションミドルウェアマシン環境においてメ
ッセージ通信をサポートするためのシステムであって、１つ以上のマイクロプロセッサと
、１つ以上のマイクロプロセッサ上で実行される、トランザクションドメインにおけるゲ
ートウェイサーバとを含む。ゲートウェイサーバは、１つ以上のリモートトランザクショ
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ンドメインにおける１つ以上のゲートウェイサーバに対して１つ以上のサービスにおける
更新の通知を提供し、上記１つ以上のサービスについての問合せをリモートトランザクシ
ョンドメインから受信し、リモートトランザクションドメインにおけるゲートウェイサー
バに応答を送信するように動作する。上記応答は、上記リモートトランザクションドメイ
ンにおけるクライアントが上記１つ以上のサービスを呼出すことを可能にする情報を含む
。
【０１４２】
　本発明の一実施形態においては、システムにおいて、トランザクションドメインおよび
リモートトランザクションドメインはドメイングループにある。ドメイングループにおけ
る各々のドメインは一意識別子（ＩＤ）に関連付けられている。
【０１４３】
　本発明の一実施形態においては、当該システムにおいて、トランザクションドメインお
よびリモートトランザクションドメインは、マシン関連およびトランザクション関連の情
報を含むグローバルリソースを共有する。
【０１４４】
　本発明の一実施形態においては、当該システムにおいて、上記ドメインＩＤは、ドメイ
ングループに固有のマシン関連およびトランザクション関連の情報を保持するために用い
られるドメインシーケンス番号である。
【０１４５】
　本発明の一実施形態においては、当該システムにおいて、ゲートウェイサーバは、トラ
ンザクションをサポートするためにドメイングループにおけるドメインシーケンス番号の
リストを伝播させるように動作する。
【０１４６】
　本発明の一実施形態においては、当該システムにおいて、トランザクションドメインに
おけるゲートウェイサーバは、アクセスコントロール（ＡＣＬ）情報をリモートトランザ
クションドメインにおけるゲートウェイサーバに提供するように動作する。
【０１４７】
　本発明の一実施形態においては、当該システムにおいて、トランザクションドメインに
おけるゲートウェイサーバは、リモートトランザクションドメインがフェイルオーバーを
サポートすることを可能にする。
【０１４８】
　本発明の一実施形態においては、当該システムにおいて、ゲートウェイサーバは、上記
１つ以上のサービスにおいて更新があるかどうかについてローカルの掲示板をチェックす
るように動作する。
【０１４９】
　本発明の一実施形態においては、当該システムにおいて、ゲートウェイサーバは、上記
リモートトランザクションドメインにおけるクライアントが上記１つ以上のサービスを呼
出すことを可能にする情報を求めてローカルの掲示板内を探索し、上記１つ以上のサービ
スに関連付けられたメッセージキューについてのアドレスを公開するように動作する。
【０１５０】
　本発明の一実施形態においては、トランザクションドメインにおけるゲートウェイサー
バは、１つ以上のリモートトランザクションドメインにおける１つ以上のゲートウェイサ
ーバに対して１つ以上のサービスにおける更新の通知を提供するように構成された第１の
提供ユニットと、上記１つ以上のサービスについての問合せをリモートトランザクション
ドメインから受信するように構成された受信ユニットと、リモートトランザクションドメ
インにおけるゲートウェイサーバに応答を送信するように構成された送信ユニットとを含
む。当該応答は、上記リモートトランザクションドメインにおけるクライアントが上記１
つ以上のサービスを呼出すことを可能にする情報を含む。
【０１５１】
　本発明の一実施形態においては、ゲートウェイサーバにおいて、トランザクションドメ
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インおよびリモートトランザクションドメインはドメイングループにあり、ドメイングル
ープにおける各々のドメインは一意識別子（ＩＤ）に関連付けられている。
【０１５２】
　本発明の一実施形態においては、ゲートウェイサーバにおいて、トランザクションドメ
インおよびリモートトランザクションドメインは、マシン関連およびトランザクション関
連の情報を含むグローバルリソースを共有する。
【０１５３】
　本発明の一実施形態においては、ゲートウェイサーバにおいて、上記ドメインＩＤは、
ドメイングループに固有のマシン関連およびトランザクション関連の情報を保持するため
に用いられるドメインシーケンス番号である。
【０１５４】
　本発明の一実施形態においては、ゲートウェイサーバはさらに、トランザクションをサ
ポートするために、ドメイングループにおいてドメインシーケンス番号のリストを伝播さ
せるように構成された伝播ユニット（propagating unit）を含む。
【０１５５】
　本発明の一実施形態においては、ゲートウェイサーバはさらに、リモートトランザクシ
ョンドメインにおけるゲートウェイサーバに対してアクセスコントロール（ＡＣＬ）情報
を提供するように構成された第２の提供ユニットを含む。
【０１５６】
　本発明の一実施形態におけるゲートウェイサーバに従うと、当該ゲートウェイサーバは
、リモートトランザクションドメインがフェイルオーバーをサポートすることを可能にす
る。
【０１５７】
　本発明の一実施形態においては、ゲートウェイサーバはさらに、上記１つ以上のサービ
スにおいて更新がなされたかどうかについて、ローカルの掲示板をチェックするように構
成されたチェックユニットを含む。
【０１５８】
　本発明の一実施形態においては、ゲートウェイサーバはさらに、上記リモートトランザ
クションドメインにおけるクライアントが上記１つ以上のサービスを呼出すことを可能に
する情報を求めてローカルの掲示板内を探索するように構成された探索ユニット（search
ing unit）と、上記１つ以上のサービスに関連付けられたメッセージキューについてのア
ドレスを公開するように構成された公開ユニット（exposing unit）とを含む。
【０１５９】
　本発明の一実施形態においては、命令が格納された非一時的な機械読取可能な記憶媒体
であって、当該命令は、実行されると、システムに、トランザクションドメインにおける
ゲートウェイサーバにより、１つ以上のサービスにおける更新の通知を、１つ以上のリモ
ートトランザクションドメインにおける１つ以上のゲートウェイサーバに対して提供する
ステップと、ゲートウェイサーバにより、上記１つ以上のサービスについての問合せをリ
モートトランザクションドメインから受信するステップと、ゲートウェイサーバにより、
リモートトランザクションドメインにおけるゲートウェイサーバに対して応答を送信する
ステップとを実行させる。当該応答は、上記リモートトランザクションドメインにおける
クライアントが上記１つ以上のサービスを呼出すことを可能にする情報を含んでいる。
【０１６０】
　本発明の一実施形態においては、トランザクションミドルウェアマシン環境においてメ
ッセージ通信をサポートするための方法であって、第１のトランザクションドメインによ
り、第３のトランザクションドメインからインポートされた１つ以上のサービスを第２の
トランザクションドメインにエクスポートするステップと、トランザクションドメインに
おける第１のゲートウェイサーバにより、第３のトランザクションドメインにおける１つ
以上のサービスを呼出すようにとの要求を第２のトランザクションドメインにおけるクラ
イアントから受信するステップと、第１のゲートウェイサーバにより、当該要求を、上記
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１つ以上のサービスを提供する第３のトランザクションドメインにおけるサーバにルーテ
ィングするステップとを含む。
【０１６１】
　本発明の一実施形態においては、当該方法はさらに、トランザクションドメインおよび
リモートトランザクションドメインがドメイングループにあることを可能にするステップ
を含む。ドメイングループにおける各々のドメインは一意ドメイン識別子（ＩＤ）に関連
付けられている。
【０１６２】
　本発明の一実施形態においては、当該方法はさらに、トランザクションドメインおよび
リモートトランザクションドメインにより、ドメイングループにおけるさまざまなトラン
ザクションドメインについてのマシン関連およびトランザクション関連の情報を含むグロ
ーバルリソースを共有するステップを含む。
【０１６３】
　本発明の一実施形態においては、当該方法はさらに、第１のゲートウェイサーバにより
、上記１つ以上のサービスにおける更新についての通知を第３のトランザクションドメイ
ンから受信するステップを含む。
【０１６４】
　本発明の一実施形態においては、当該方法はさらに、第１のゲートウェイサーバにより
、第３のトランザクションドメインからインポートされた上記１つ以上のサービスにおけ
る更新のために、第１のトランザクションドメインにおけるローカルの掲示板を更新する
ステップを含む。
【０１６５】
　本発明の一実施形態においては、当該方法はさらに、第１のトランザクションドメイン
における第２のゲートウェイサーバにより、第３のトランザクションドメインからインポ
ートされた上記１つ以上のサービスにおける更新がなされたどうか、ローカルの掲示板内
をチェックするステップを含む。
【０１６６】
　本発明の一実施形態においては、当該方法はさらに、第１のトランザクションドメイン
における第２のゲートウェイサーバにより、第１のトランザクションドメインにおける第
１のゲートウェイサーバに関連付けられたメッセージキューについてのアドレスを第２の
トランザクションドメインに公開するステップを含む。
【０１６７】
　本発明の一実施形態においては、当該方法はさらに、要求のルーティングが、第１のト
ランザクションドメイン内のローカルの掲示板におけるデータ依存型ルーティング設定に
基づいてなされることを可能にするステップを含む。
【０１６８】
　本発明の一実施形態においては、当該方法はさらに、第２のトランザクションドメイン
におけるクライアントにより、第１のトランザクションドメインにおける第１のゲートウ
ェイサーバに関連付けられたメッセージキューについてのアドレスを取得するステップを
含む。
【０１６９】
　本発明の一実施形態においては、当該方法はさらに、第２のトランザクションドメイン
におけるクライアントにより、第３のトランザクションドメインにおける上記１つ以上の
サービスを呼出すようにとの要求を第１のトランザクションドメインにおける第１のゲー
トウェイサーバに送信するステップを含む。
【０１７０】
　本発明の一実施形態においては、命令が格納された非一時的な機械読取可能な記憶媒体
であって、当該命令は、実行されると、システムに、上記方法のうちいずれかの方法のス
テップを実行させる。
【０１７１】
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　本発明の一実施形態においては、トランザクションミドルウェアマシン環境においてメ
ッセージ通信をサポートするためのシステムであって、１つ以上のマイクロプロセッサと
、１つ以上のマイクロプロセッサ上で実行される第１のトランザクションドメインとを含
む。第１のトランザクションドメインは、第２のトランザクションドメインに１つ以上の
サービスをエクスポートするように動作する。上記１つ以上のサービスは第３のトランザ
クションドメインからインポートされる。当該システムはさらに、第１のトランザクショ
ンドメインに第１のゲートウェイサーバを含む。第１のゲートウェイサーバは、第３のト
ランザクションドメインにおける上記１つ以上のサービスを呼出すようにとの要求を第２
のトランザクションドメインにおけるクライアントから受信し、当該要求を、上記１つ以
上のサービスを提供する第３のトランザクションドメインにおけるサーバにルーティング
するように動作する。
【０１７２】
　本発明の一実施形態においては、当該システムにおいて、第１のトランザクションドメ
インならびに第２および第３のトランザクションドメインはドメイングループにある。ド
メイングループにおける各々のドメインは一意識別子（ＩＤ）に関連付けられている。
【０１７３】
　本発明の一実施形態においては、当該システムにおいて、第１のトランザクションドメ
インならびに第２および第３のトランザクションドメインは、マシン関連およびトランザ
クション関連の情報を含むグローバルリソースを共有している。
【０１７４】
　本発明の一実施形態においては、当該システムにおいて、第１のトランザクションドメ
インにおける第１のゲートウェイサーバは、上記１つ以上のサービスにおける更新につい
ての通知を第３のトランザクションドメインから受信するように動作する。
【０１７５】
　本発明の一実施形態においては、当該システムにおいて、第１のトランザクションドメ
インにおける第１のゲートウェイサーバは、第３のトランザクションドメインからインポ
ートされた上記１つ以上のサービスにおける更新のために、第１のトランザクションドメ
インにおけるローカルの掲示板を更新するように動作する。
【０１７６】
　本発明の一実施形態においては、当該システムにおいて、第１のトランザクションドメ
インにおける第２のゲートウェイサーバは、第３のトランザクションドメインからインポ
ートされた上記１つ以上のサービスにおける更新がなされたかどうか、ローカルの掲示板
内をチェックするように動作する。
【０１７７】
　本発明の一実施形態においては、当該システムにおいて、第１のトランザクションドメ
インにおける第２のゲートウェイサーバは、第１のトランザクションドメインにおける第
１のゲートウェイサーバに関連付けられたメッセージキューについてのアドレスを第２の
トランザクションドメインに対して公開するように動作する。
【０１７８】
　本発明の一実施形態においては、当該システムにおいて、要求のルーティングは、第１
のトランザクションドメイン内のローカルの掲示板におけるデータ依存型ルーティング設
定に基づいている。
【０１７９】
　本発明の一実施形態においては、当該システムにおいて、第２のトランザクションドメ
インにおけるクライアントは、第１のトランザクションドメインにおける第１のゲートウ
ェイサーバに関連付けられたメッセージキューについてのアドレスを取得し、第３のトラ
ンザクションドメインにおける上記１つ以上のサービスを呼出すようにとの要求を第１の
トランザクションドメインにおける第１のゲートウェイサーバに送信するように動作する
。
【０１８０】
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　本発明の一実施形態においては、命令が格納された非一時的な機械読取可能な記憶媒体
であって、当該命令は、実行されると、システムに、第１のトランザクションドメインに
より、第３のトランザクションドメインからインポートされた１つ以上のサービスを第２
のトランザクションドメインにエクスポートするステップと、トランザクションドメイン
における第１のゲートウェイサーバにより、第３のトランザクションドメインにおける上
記１つ以上のサービスを呼出すようにとの要求を第２のトランザクションドメインにおけ
るクライアントから受信するステップと、第１のゲートウェイサーバにより、当該要求を
、上記１つ以上のサービスを提供する第３のトランザクションドメインにおけるサーバに
ルーティングするステップとを実行させる。
【０１８１】
　本発明の一実施形態においては、第１のトランザクションドメインにおける第１のゲー
トウェイサーバにおいて、第１のトランザクションドメインは、１つ以上のサービスを第
２のトランザクションドメインにエクスポートするように動作する。上記１つ以上のサー
ビスは、第３のトランザクションドメインからインポートされる。第１のゲートウェイサ
ーバは、第３のトランザクションドメインにおける上記１つ以上のサービスを呼出すよう
にとの要求を第２のトランザクションドメインにおけるクライアントから受信するように
構成された第１の受信ユニットと、当該要求を、上記１つ以上のサービスを提供する第３
のトランザクションドメインにおけるサーバにルーティングするように構成されたルーテ
ィングユニットとを含む。
【０１８２】
　本発明の一実施形態においては、第１のゲートウェイサーバにおいて、第１のトランザ
クションドメインならびに第２および第３のトランザクションドメインはドメイングルー
プにある。ドメイングループにおける各々のドメインは一意識別子（ＩＤ）に関連付けら
れている。
【０１８３】
　本発明の一実施形態においては、第１のゲートウェイサーバにおいて、第１のトランザ
クションドメインならびに第２および第３のトランザクションドメインは、マシン関連お
よびトランザクション関連の情報を含むグローバルリソースを共有する。
【０１８４】
　本発明の一実施形態においては、第１のゲートウェイサーバはさらに、上記１つ以上の
サービスにおける更新についての通知を第３のトランザクションドメインから受信するよ
うに構成された第２の受信ユニットを含む。
【０１８５】
　本発明の一実施形態においては、第１のゲートウェイサーバはさらに、第３のトランザ
クションドメインからインポートされた上記１つ以上のサービスにおける更新のために、
第１のトランザクションドメインにおけるローカルの掲示板を更新するように構成された
更新ユニットを含む。
【０１８６】
　本発明の一実施形態においては、第１のゲートウェイサーバにおいて、第１のトランザ
クションドメインはさらに第２のゲートウェイサーバを含む。第２のゲートウェイサーバ
は、第３のトランザクションドメインからインポートされた上記１つ以上のサービスにお
ける更新がなされたかどうか、ローカルの掲示板内をチェックするように構成されたチェ
ックユニットを含む。
【０１８７】
　本発明の一実施形態においては、上述の記載に従った第１のゲートウェイサーバにおい
て、第２のゲートウェイサーバはさらに、第１のトランザクションドメインにおける第１
のゲートウェイサーバに関連付けられたメッセージキューについてのアドレスを第２のト
ランザクションドメインに対して公開するように構成された公開ユニットを含む。
【０１８８】
　本発明の一実施形態においては、上述に記載の第１のゲートウェイサーバにおいて、要
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求のルーティングは、第１のトランザクションドメイン内のローカルの掲示板におけるデ
ータ依存型ルーティング設定に基づいている。
【０１８９】
　本発明の一実施形態においては、上述に記載の第１のゲートウェイサーバにおいて、第
２のトランザクションドメインはクライアントを含む。クライアントは、第１のゲートウ
ェイサーバに関連付けられたメッセージキューについてのアドレスを取得するように構成
された取得ユニットと、第３のトランザクションドメインにおける上記１つ以上のサービ
スを呼出すようにとの要求を第１のゲートウェイサーバに送信するように構成された送信
ユニットとを含む。
【０１９０】
　本発明の一実施形態においては、命令が格納された非一時的な機械読取可能な記憶媒体
であって、当該命令は、実行されると、システムに、第１のトランザクションドメインに
より、第３のトランザクションドメインからインポートされた１つ以上のサービスを第２
のトランザクションドメインにエクスポートするステップと、トランザクションドメイン
における第１のゲートウェイサーバにより、第３のトランザクションドメインにおける上
記１つ以上のサービスを呼出すようにとの要求を第２のトランザクションドメインにおけ
るクライアントから受信するステップと、第１のゲートウェイサーバにより、当該要求を
、上記１つ以上のサービスを提供する第３のトランザクションドメインにおけるサーバに
ルーティングするステップとを実行させる。
【０１９１】
　本発明の多くの特徴は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェアまたはそれらの
組合せにおいて、それらを用いて、またはそれらの支援により、実行可能である。したが
って、本発明の特徴は、（たとえば、１つ以上のプロセッサを含む）処理システムを用い
て実現され得る。
【０１９２】
　この発明の特徴は、ここに提示された特徴のうちのいずれかを行なうように処理システ
ムをプログラミングするために使用可能な命令を格納した記憶媒体またはコンピュータ読
取可能媒体であるコンピュータプログラム製品において、それを使用して、またはその助
けを借りて実現され得る。記憶媒体は、フロッピー（登録商標）ディスク、光ディスク、
ＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、マイクロドライブ、および光磁気ディスクを含む任意のタイプの
ディスク、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＤＲＡＭ、ＶＲＡＭ、フラッシ
ュメモリ装置、磁気カードもしくは光カード、ナノシステム（分子メモリＩＣを含む）、
または、命令および／もしくはデータを格納するのに好適な任意のタイプの媒体もしくは
装置を含み得るものの、それらに限定されない。
【０１９３】
　この発明の特徴は、機械読取可能媒体のうちのいずれかに格納された状態で、処理シス
テムのハードウェアを制御するために、および処理システムがこの発明の結果を利用する
他の機構とやり取りすることを可能にするために、ソフトウェアおよび／またはファーム
ウェアに取込まれ得る。そのようなソフトウェアまたはファームウェアは、アプリケーシ
ョンコード、装置ドライバ、オペレーティングシステム、および実行環境／コンテナを含
み得るものの、それらに限定されない。
【０１９４】
　この発明の特徴はまた、たとえば、特定用途向け集積回路（application specific int
egrated circuit：ＡＳＩＣ）などのハードウェアコンポーネントを使用して、ハードウ
ェアにおいて実現されてもよい。ここに説明された機能を行なうようにハードウェアステ
ートマシンを実現することは、関連技術の当業者には明らかであろう。
【０１９５】
　加えて、この発明は、この開示の教示に従ってプログラミングされた１つ以上のプロセ
ッサ、メモリおよび／またはコンピュータ読取可能記憶媒体を含む、１つ以上の従来の汎
用または特殊デジタルコンピュータ、コンピューティング装置、マシン、またはマイクロ
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プロセッサを使用して都合よく実現されてもよい。ソフトウェア技術の当業者には明らか
であるように、この開示の教示に基づいて、適切なソフトウェアコーディングが、熟練し
たプログラマによって容易に準備され得る。
【０１９６】
　この発明のさまざまな実施形態が上述されてきたが、それらは限定のためではなく例示
のために提示されたことが理解されるべきである。この発明の精神および範囲から逸脱す
ることなく形状および詳細をさまざまに変更できることは、関連技術の当業者には明らか
であろう。
【０１９７】
　この発明は、特定された機能およびそれらの関係の実行を示す機能的構築ブロックの助
けを借りて上述されてきた。説明の便宜上、これらの機能的構築ブロックの境界は、この
明細書中ではしばしば任意に規定されてきた。特定された機能およびそれらの関係が適切
に実行される限り、代替的な境界を規定することができる。このため、そのようないかな
る代替的な境界も、この発明の範囲および精神に含まれる。
【０１９８】
　この発明の前述の説明は、例示および説明のために提供されてきた。それは、網羅的で
あるよう、またはこの発明を開示された形態そのものに限定するよう意図されてはいない
。この発明の幅および範囲は、上述の例示的な実施形態のいずれによっても限定されるべ
きでない。多くの変更および変形が、当業者には明らかになるだろう。これらの変更およ
び変形は、開示された特徴の関連するあらゆる組合せを含む。実施形態は、この発明の原
理およびその実用的応用を最良に説明するために選択され説明されたものであり、それに
より、考えられる特定の使用に適したさまざまな実施形態についての、およびさまざまな
変更例を有するこの発明を、当業者が理解できるようにする。この発明の範囲は、請求項
およびそれらの同等例によって定義されるよう意図されている。

【図１】 【図２】
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